
【
論
文
】

六
三

七
高
僧
が
明
ら
か
に
し
た
こ
と

青
木
玲
①

は
じ
め
に

　

「
正
信
偈
」
依
釈
段
の
冒
頭
の
四
句
に
、

　
　

印イ
ン

度
西
天
之
論
家　
　

中
夏カ

日
域サカイ
之
高
僧

　
　

顕シ
二
大
聖
興
世ノ

正
意ヲ
一　

明ス
二
如
来ノ

本
誓
応セ
二ル
コ
ト
ヲ
機ニ
一

　
　

印
度
・
西
天
の
論
家
、　

中
夏
・
日
域
の
高
僧
、

　
　

大
聖
興
世
の
正
意
を
顕
し
、　

如
来
の
本
誓
、
機
に
応
ぜ
る
こ
と
を
明
か
す
。

　
　
　
（『
教
行
信
証
』「
行
巻
」・

『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類　

翻
刻
篇
』
一
四
〇
頁
〔
漢
文
〕、『
真
宗
聖
典
』
二
〇
五
頁
〔
書
き
下
し
〕）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
印
度
・
西
天
の
論
家
」
は
、
イ
ン
ド
の
論
家
、
つ
ま
り
、
龍
樹
と
天
親
を
指
し
て
い
る
。
一
方
、「
中

夏
・
日
域
の
高
僧
」
は
、
中
国
と
日
本
の
高
僧
、
つ
ま
り
、
曇
鸞
・
道
綽
・
善
導
（
以
上
、
中
国
）、
源
信
・
源
空
（
以
上
、

日
本
）
を
指
し
て
い
る
。
依
釈
段
で
は
、
こ
の
三
国
七
高
僧
一
人
ひ
と
り
が
讃
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
七
高
僧

が
一
貫
し
て
何
を
顕
し
、
何
を
明
ら
か
に
し
た
の
か
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、「
大
聖
興
世
の
正
意
を
顕
し
、

如
来
の
本
誓
、
機
に
応
ぜ
る
こ
と
を
明
か
す
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
曽
我
量
深
は
「
七
祖
出
現
の
使
命
」
②
と

九
州
大
谷
研
究
紀
要
　
第
四
八
号
　
二
〇
二
二



六
四

述
べ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、「
七
祖
出
現
の
使
命
」と
は
何
な
の
か
。ま
た
、七
高
僧
を
貫
く
も
の
は
何
な
の
か
。こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
、

「
正
信
偈
」
依
釈
段
冒
頭
の
四
句
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

一
、
依
経
段
と
依
釈
段

　

ま
ず
最
初
に
、「
正
信
偈
」
全
体
の
構
造
を
確
か
め
て
お
き
た
い
。「
正
信
偈
」
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
前
半

は
依
経
段
、
後
半
は
依
釈
段
で
あ
る
。「
正
信
偈
」
の
直
前
の
文
（
偈
前
の
文
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

�

し
か
れ
ば
大
聖
の
真
言
に
帰
し
、
大
祖
の
解
釈
に
閲
し
て
、
仏
恩
の
深
遠
な
る
を
信
知
し
て
、
正
信
念
仏
偈
を
作
り
て

曰
わ
く
、�

（『
教
行
信
証
』「
行
巻
」・『
真
宗
聖
典
』
二
〇
三
頁
）

「
大
聖
の
真
言
」
と
は
、
釈
尊
が
説
い
た
真
実
の
言
葉
、
特
に
『
大
無
量
寿
経
』
を
指
し
て
い
る
。「
大
祖
の
解
釈
」
と
は
、

『
大
無
量
寿
経
』
の
意
を
伝
え
た
七
高
僧
の
著
作
で
あ
る
。
親
鸞
は
、「
大
聖
の
真
言
に
帰
し
」
て
依
経
段
を
作
り
、「
大
祖

の
解
釈
に
閲
し
て
」
依
釈
段
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
依
経
段
の
中
で
も
、
阿
弥
陀
仏
に
つ
い
て
説
か
れ
た
部
分
を
弥
陀
章
、

釈
尊
に
つ
い
て
説
か
れ
た
部
分
を
釈
迦
章
と
言
う
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

・
依
経
段
（
弥
陀
章
）　
「
法
蔵
菩
薩
の
因
位
の
時
」（『
真
宗
聖
典
』
二
〇
四
頁
）
～

　
　
　
　
　
　

（
釈
迦
章
）　
「
如
来
、
世
に
興
出
し
た
ま
う
ゆ
え
は
」（『
真
宗
聖
典
』
二
〇
四
頁
）
～

　
　

・
依
釈
段　
　
　
　
　
「
印
度
・
西
天
の
論
家
」（『
真
宗
聖
典
』
二
〇
五
頁
）
～

　

さ
て
、
依
経
段
の
結
び
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

弥
陀
仏
の
本
願
念
仏
は
、　

邪
見
憍
慢
の
悪
衆
生
、



六
五

　
　

信
楽
受
持
す
る
こ
と
、
は
な
は
だ
も
っ
て
難
し
。　

難
の
中
の
難
、
こ
れ
に
過
ぎ
た
る
は
な
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （『
教
行
信
証
』「
行
巻
」・『
真
宗
聖
典
』
二
〇
五
頁
）

こ
こ
に
は
、
繰
り
返
し
「
難
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
。「
難
」
と
は
、
釈
尊
が
説
い
た
教
え
が
難
し
い
と
い
う
意
味
で

は
な
い
。
釈
尊
が
説
い
た
教
え
は
、右
の
四
句
で
言
え
ば
「
弥
陀
仏
の
本
願
念
仏
」
で
あ
る
。「
弥
陀
仏
の
本
願
念
仏
」
を
「
信

楽
受
持
す
る
こ
と
」
は
、「
邪
見
憍
慢
の
悪
衆
生
」
に
と
っ
て
「
は
な
は
だ
も
っ
て
難
し
」
で
あ
り
、「
難
の
中
の
難
」
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
が
、
依
経
段
の
結
び
の
言
葉
な
の
で
あ
る
③
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
て
始
ま
る
の
が
依
釈
段
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
三
国
七
高
僧
が
「
大
聖
興
世
の
正
意
を
顕
し
、
如
来

の
本
誓
、
機
に
応
ぜ
る
こ
と
を
明
か
す
」
の
は
、「
弥
陀
仏
の
本
願
念
仏
」
を
「
信
楽
受
持
す
る
こ
と
」
が
甚
だ
難
し
い
「
邪

見
憍
慢
悪
衆
生
」
の
た
め
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

二
、
大
聖
興
世
の
正
意

　

先
ほ
ど
、
依
釈
段
に
つ
い
て
「
七
祖
出
現
の
使
命
」
と
確
か
め
た
が
、
曽
我
量
深
は
さ
ら
に
、

　
　

�

翻
つ
て
七
祖
出
現
の
使
命
を
按
ず
る
に
、
要
す
る
に
「
大
聖
興
世
の
正
意
を
顕
し
」、
及
び
「
如
来
本
誓
機
に
応
ぜ
る

こ
と
を
明
か
す
」
に
在
る
。�

（「
七
祖
教
系
論
」・『
曽
我
量
深
選
集
』
一
・
一
五
九
頁
）

と
述
べ
、「
大
聖
興
世
の
正
意
を
顕
」
す
こ
と
を
「
第
一
の
使
命
」、「
如
来
本
誓
、機
に
応
ぜ
る
こ
と
を
明
か
す
」
こ
と
を
「
第

二
の
使
命
」
と
示
し
て
い
る
④
。

　
「
第
一
の
使
命
」
の
「
大
聖
」
と
は
、
偈
前
の
文
に
「
大
聖
の
真
言
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
釈
尊
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

「
興
世
」
は
、
世
に
現
れ
出
る
こ
と
で
あ
る
。
釈
尊
が
こ
の
世
に
現
れ
出
た
正
意
、
つ
ま
り
、
出
世
本
懐
を
顕
す
の
が
、
七



エ
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高
僧
の
「
第
一
の
使
命
」
で
あ
る
。

　

釈
尊
の
出
世
本
懐
に
つ
い
て
は
、
依
経
段
釈
迦
章
の
冒
頭
に
示
さ
れ
て
い
た
。

　
　

如
来
、
世
に
興
出
し
た
ま
う
ゆ
え
は
、　

た
だ
弥
陀
本
願
海
を
説
か
ん
と
な
り
。

　
　

五
濁
悪
時
の
群
生
海
、　

如
来
如
実
の
言
を
信
ず
べ
し
。�

（『
教
行
信
証
』「
行
巻
」・『
真
宗
聖
典
』
二
〇
四
頁
）

こ
こ
に
は
「
如
来
、
世、

に
興
出
し
た
ま
う
ゆ
え
は
」
と
あ
り
、
依
釈
段
に
は
「
大
聖
興
世、

の
正
意
」
と
あ
る
が
、
釈
尊
は
ど

の
よ
う
な
「
世
」
に
出
世
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、「
五
濁
悪
時
の
群
生
海
」・「
邪
見
憍
慢
悪
衆
生
」
が
生
き
る
「
世
」

で
あ
ろ
う
。
親
鸞
は
、
弥
陀
の
本
願
「
た
だ
こ
の
こ
と
ひ
と
つ
」
⑤
を
説
く
た
め
に
五
濁
悪
世
に
出
世
し
た
の
が
釈
尊
で
あ

る
、
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
釈
尊
の
出
世
本
懐
を
明
ら
か
に
す
る
文
に
つ
い
て
、
親
鸞
の
思
索
の
跡
を
確
認
し
た
い
。

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

弥
陀
本
願

　
　

如
来
所ユ
三
　

以ハ
興
二
出シ
タ
マ
フ

世ニ
一　

 

唯
説ム
二ト
ナ
リ

海ヲ
一

　
　

五
濁
悪
時ノ

群
生
海　
　
　
　

 

応シ
三
信ス
二
如
来
如
実ノ

言ヲ
一� 

（『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類　

翻
刻
篇
』
一
三
八
頁
）

こ
の
四
句
に
つ
い
て
、
次
の
三
箇
所
の
訂
正
が
見
ら
れ
る
。

　
　
（
１
）
如
来
所
以
興
出
世･･･

「
如
来
」
の
右
の
「
釈
迦
」
を
塗
抹
す
る
。
左
に
も
塗
抹
あ
り
。

　
　
（
２
）
唯
説
弥
陀
本
願
海･･･

「
本
願
一
乗
」
を
塗
抹
す
る
。

　
　
（
３
）
応
信
如
来
如
実
言･･･

「
釈
迦
」
→
「
如
来
」、
さ
ら
に
「
如
来
」
→
「
如
来
」（
朱
書
き
）。

（
同
前
・
註
参
照
、
傍
線
筆
者
）



六
七

　
（
１
）
で
は
、
親
鸞
は
当
初
「
如
来
」
の
右
に
「
釈
迦
」
と
書
い
て
い
た
が
、
後
に
塗
抹
し
て
い
る
。
ま
た
、「
如
来
」
の

左
に
何
が
書
か
れ
て
い
た
か
は
不
明
だ
が
、
右
と
同
じ
よ
う
に
塗
抹
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、（
３
）
と
併
せ
て
考

察
し
た
い
。

　
（
２
）
で
は
、
当
初
「
唯
説
本
願
一
乗
海
」
と
書
い
て
い
た
が
、「
本
願
一
乗
」
を
塗
抹
し
、
そ
の
右
に
「
弥
陀
本
願
」
と

書
い
て
い
る
。

　

当
初
書
い
て
い
た
「
一
乗
」
は
、『
法
華
経
』「
方
便
品
」
に
、

　
　

十
方
仏
土
中
に
は
、
た
だ
一
乗
の
法
の
み
あ
り
。
二
な
く
、
ま
た
三
な
し
。�

（『
大
正
大
蔵
経
』
九
・
八
頁
上
段
）

と
説
か
れ
る
、
す
べ
て
の
人
が
平
等
に
仏
に
成
る
教
え
で
あ
る
。
親
鸞
は
、「
真
実
の
教
を
顕
」⑥
す
『
大
無
量
寿
経
』
に
つ

い
て
「
一
乗
究
竟
の
極
説
」
⑦
と
言
う
。
ま
た
、「
一
乗
」
に
つ
い
て
、

　
　

�

「
一
乗
」
は
大
乗
な
り
。
大
乗
は
仏
乗
な
り
。･･･

中
略･･･

大
乗
は
、二
乗
・
三
乗
あ
る
こ
と
な
し
。
二
乗
・
三
乗
は
、

一
乗
に
入
ら
し
め
ん
と
な
り
。
一
乗
は
す
な
わ
ち
第
一
義
乗
な
り
。
た
だ
こ
れ
、
誓
願
一
仏
乗
な
り
。

（『
教
行
信
証
』「
行
巻
」・『
真
宗
聖
典
』
一
九
六
頁
、
中
略
筆
者
）

と
述
べ
て
い
る
。「
一
乗
」
を
真
に
成
り
立
た
せ
る
の
は
、『
大
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
る
本
願
の
他
に
な
い
こ
と
を
表
し
て

い
る
の
が
「
た
だ
こ
れ
、
誓
願
一
仏
乗
な
り
」
で
あ
り
、「
本
願
一
乗
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。　

　

さ
て
、「
本
願
一
乗
海
」
と
「
弥
陀
本
願
海
」
と
を
比
べ
る
と
、
言
葉
を
訂
正
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
弥
陀
」
が
加
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
親
鸞
は
、「
唯
説
弥
陀
本
願
海
」
に
つ
い
て
、

　
　

ひ
と
え
に
弥
陀
の
願
海
一
乗
の
み
の
り
を
と
か
ん
と
な
り
。�

（『
尊
号
真
像
銘
文
』・『
真
宗
聖
典
』
五
三
一
頁
）

と
解
説
し
て
い
る
。「
正
信
偈
」
か
ら
「
一
乗
」
と
い
う
言
葉
は
削
除
し
て
い
る
が
、『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
お
い
て
「
弥
陀

の
願
海
一、

乗、

の
み
の
り
」
と
、「
一
乗
」
の
言
葉
を
加
え
て
「
唯
説
弥
陀
本
願
海
」
を
確
か
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
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え
る
と
、「
正
信
偈
」
の
出
世
本
懐
を
明
ら
か
に
す
る
文
に
お
い
て
は
、「
弥
陀
」
と
い
う
言
葉
が
必
要
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
⑧
。

　
（
３
）
で
は
、当
初
「
応
信
釈
迦
如
実
言
」
と
書
い
て
い
た
が
、「
釈
迦
」
の
上
に
重
ね
て
「
如
来
」
と
書
き
、さ
ら
に
「
如
来
」

の
上
に
朱
で
「
如
来
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
訂
正
は
、（
１
）
の
「
如
来
」
の
左
右
の
塗
抹
と
も
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
、「
如
来
」
と
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
鸞
は
何
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

親
鸞
は
、「
如
来
所
以
興
出
世　

唯
説
弥
陀
本
願
海
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

　
　

�

「
如
来
所
以
興
出
世
」
と
い
う
は
、諸
仏
の
世
に
い
で
た
ま
う
ゆ
え
は
と
も
う
す
み
の
り
な
り
。「
唯
説
弥
陀
本
願
海
」

と
も
う
す
は
、
諸
仏
の
世
に
い
で
た
ま
う
本
懐
は
、
ひ
と
え
に
弥
陀
の
願
海
一
乗
の
み
の
り
を
と
か
ん
と
な
り
。
し
か

れ
ば
、『
大
経
』
に
は
、「
如
来
所
以　

興
出
於
世　

欲
拯
群
萌　

恵
以
真
実
之
利
」
と
と
き
た
ま
え
り
。
如
来
所
以
興

出
於
世
は
、
如
来
と
も
う
す
は
、
諸
仏
と
も
う
す
な
り
。
所
以
と
い
う
は
、
ゆ
え
と
い
う
み
こ
と
な
り
。
興
出
於
世
と

い
う
は
、世
に
仏
い
で
た
ま
う
と
も
う
す
み
こ
と
な
り
。
欲
拯
群
萌
は
、欲
と
い
う
は
、お
ぼ
し
め
す
と
な
り
。
拯
は
、

す
く
わ
ん
と
な
り
。
群
萌
は
、よ
ろ
ず
の
衆
生
を
す
く
わ
ん
と
お
ぼ
し
め
す
と
な
り
。
仏
の
世
に
い
で
た
ま
う
ゆ
え
は
、

弥
陀
の
御
ち
か
い
を
と
き
て
よ
ろ
ず
の
衆
生
を
た
す
け
す
く
わ
ん
と
お
ぼ
し
め
す
と
し
る
べ
し
。

（『
尊
号
真
像
銘
文
』・『
真
宗
聖
典
』
五
三
一
頁
）

「
如
来
所
以
興
出
世
」
に
つ
い
て
「
諸、

仏、

の
世
に
い
で
た
ま
う
ゆ
え
は
と
も
う
す
み
の
り
な
り
」、「
唯
説
弥
陀
本
願
海
」
に

つ
い
て
「
諸、

仏、

の
世
に
い
で
た
ま
う
本
懐
は
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、こ
の
二
句
が
依
っ
て
い
る
『
大
無
量
寿
経
』
の
「
如

来
所
以　

興
出
於
世　

欲
拯
群
萌　

恵
以
真
実
之
利
」
⑨
の
「
如
来
」
に
つ
い
て
も
、「
如
来
と
も
う
す
は
、
諸、

仏、

と
も
う

す
な
り
」
と
解
説
し
て
い
る
⑩
。
弥
陀
の
本
願
を
説
く
こ
と
は
、
釈
尊
の
出
世
本
懐
で
あ
る
と
と
も
に
、
諸
仏
の
出
世
本
懐

で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
が
、「
如
来
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
釈
尊
の
出
世
本
懐
は
、
と



六
九

り
も
な
お
さ
ず
諸
仏
の
出
世
本
懐
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
⑪
。

　

こ
の
よ
う
に
、
親
鸞
は
「
た
だ
弥
陀
の
本
願
海
を
説
」
く
た
め
に
出
世
し
た
「
如
来
」
を
「
諸
仏
」
と
明
示
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、「
た
だ
弥
陀
の
本
願
海
を
説
」く
の
が
、諸
仏
の
出
世
本
懐
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
諸
仏
は
、

「
弥
陀
の
御
ち
か
い
を
と
き
て
よ
ろ
ず
の
衆
生
を
た
す
け
す
く
わ
ん
と
お
ぼ
し
め
す
と
し
る
べ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
弥
陀

の
本
願
を
説
い
て
、「
五
濁
悪
世
の
よ
ろ
ず
の
衆
生
」
⑫
が
分
け
隔
て
な
く
救
わ
れ
る
道
を
開
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

こ
こ
に
「
弥
陀
の
願
海
一
乗
」
と
い
う
意
味
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
親
鸞
に
と
っ
て
諸
仏
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
次
に
考
察
し
た
い
。

三
、
師
法
然
と
の
出
遇
い
の
意
味

　

親
鸞
に
と
っ
て
諸
仏
と
言
え
ば
七
高
僧
で
あ
り
、
そ
の
代
表
は
「
本
師
・
源
空
」
⑬
、
つ
ま
り
、
師
法
然
で
あ
ろ
う
。
こ

こ
で
は
、『
教
行
信
証
』
に
引
用
さ
れ
る
法
然
の
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
の
文
を
通
し
て
、
諸
仏
の
出
世
本
懐
を
確
か
め
て

い
き
た
い
。

　
『
教
行
信
証
』
に
引
用
さ
れ
る
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
の
文
は
、「
諸
仏
称
名
の
願
」
⑭
を
明
ら
か
に
す
る
「
行
巻
」
の
次

の
一
箇
所
だ
け
で
あ
る
。

　
　

��

『
選
択
本
願
念
仏
集
』
源
空
集　

に
云
わ
く
、
南
無
阿
弥
陀
仏　

往
生
の
業
は
念
仏
を
本
と
す
、
と
。

　
　

�

ま
た
云
わ
く
、
そ
れ
速
や
か
に
生
死
を
離
れ
ん
と
欲
わ
ば
、
二
種
の
勝
法
の
中
に
、
し
ば
ら
く
聖
道
門
を
閣
き
て
、
選

び
て
浄
土
門
に
入
れ
。
浄
土
門
に
入
ら
ん
と
欲
わ
ば
、
正
雑
二
行
の
中
に
、
し
ば
ら
く
も
ろ
も
ろ
の
雑
行
を
抛
ち
て
、

選
び
て
正
行
に
帰
す
べ
し
。
正
行
を
修
せ
ん
と
欲
わ
ば
、
正
助
二
業
の
中
に
、
な
お
助
業
を
傍
に
し
て
、
選
び
て
正
定
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を
専
ら
す
べ
し
。
正
定
の
業
と
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
仏
の
名
を
称
す
る
な
り
。
称
名
は
必
ず
生
ま
る
る
こ
と
を
得
、
仏

の
本
願
に
依
る
が
ゆ
え
に
、
と
。
已
上�

（『
真
宗
聖
典
』
一
八
九
頁
）

こ
こ
に
は
、「
選
択
本
願
念
仏
集
」
と
い
う
題
号
、「
源
空
集
」
と
い
う
撰
号
、「
南
無
阿
弥
陀
仏　

往
生
の
業
は
念
仏
を
本

と
す
（
南
無
阿
弥
陀
仏　

往
生
之
業　

念
仏
為
本
）」
と
い
う
題
下
の
十
四
字
、
そ
し
て
、「
ま
た
云
わ
く
」
と
示
さ
れ
、
三

選
の
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

　
　

比
叡
山
延
暦
寺
宝
幢
院
黒
谷
源
空
聖
人
の
真
像

　
　

『
選
択
本
願
念
仏
集
』
に
云
わ
く
、「
南
無
阿
弥
陀
仏　

往
生
之
業　

念
仏
為
本
」
文

　
　

�

ま
た
曰
わ
く
、「
夫
速
欲
離
生
死　

二
種
勝
法
中　

且
閣
聖
道
門　

選
入
浄
土
門
。　

欲
入
浄
土
門　

正
雑
二
行
中　

且
抛
諸
雑
行　

選
応
帰
正
行
。　

欲
修
於
正
行　

正
助
二
業
中　

猶
傍
於
助
業　

選
応
専
正
定
。　

正
定
之
業
者　

即

是
称
仏
名
。　

称
名
必
得
生　

依
仏
本
願
故
」
文

　
　

ま
た
曰
わ
く
、「
当
知
生
死
之
家　

以
疑
為
所
止　

涅
槃
之
城　

以
信
為
能
入
」
文

 （『
尊
号
真
像
銘
文
』・『
真
宗
聖
典
』
五
二
六
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
法
然
の
真
像
に
記
さ
れ
た
銘
文
で
あ
る
。
ま
た
、
題
号
と
題
下
の
十
四
字
に
つ
い
て
は
、

　
　

�

元
久
乙
の
丑
の
歳
、
恩
恕
を
蒙
り
て
『
選
択
』
を
書
し
き
。
同
じ
き
年
の
初
夏
中
旬
第
四
日
に
、「
選
択
本
願
念
仏
集
」

の
内
題
の
字
、な
ら
び
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏　

往
生
之
業　

念
仏
為
本
」
と
、「
釈
の
綽
空
」
の
字
と
、空
の
真
筆
を
も
っ

て
、
こ
れ
を
書
か
し
め
た
ま
い
き
。�
（『
教
行
信
証
』「
化
身
土
巻
」・『
真
宗
聖
典
』
三
九
九
頁
）

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
元
久
二
（
一
二
〇
五
）
年
、
親
鸞
三
十
三
歳
の
時
、
書
写
し
た
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
に
法
然
の

真
筆
で
書
か
れ
た
言
葉
で
あ
る
。こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、親
鸞
が
法
然
か
ら
た
ま
わ
っ
た
教
え
は
、「
選
択
本
願
念
仏
集
」

と「
南
無
阿
弥
陀
仏　

往
生
之
業　

念
仏
為
本
」と
い
う
言
葉
に
集
約
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、『
選
択
本
願
念
仏
集
』は
、
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「
南
無
阿
弥
陀
仏　

往
生
の
業
は
念
仏
を
本
と
す
」
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
が
三

選
の
文
に
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
『
教
行
信
証
』「
行
巻
」
に
は
、
冒
頭
の
御
自
釈
⑮
の
後
、
経
文
が
引
用
さ
れ
⑯
、
そ
れ
に
続
い
て
七
高
僧
の
文
が
引
用
さ

れ
て
い
る
⑰
。
こ
の
七
高
僧
の
一
連
の
引
文
の
中
で
、
題
号
と
撰
号
の
両
方
が
記
さ
れ
る
の
は
法
然
だ
け
で
あ
る
⑱
。
こ
こ

に
は
、
法
然
そ
の
人
に
出
遇
っ
た
と
と
も
に
、
法
然
の
教
え
に
出
遇
っ
た
と
い
う
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
親

鸞
は
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
を
著
し
た
法
然
に
出
遇
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
⑲
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、法
然
の
教
え
は
、そ
の
題
号
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に「
選
択
本
願
念
仏
」で
あ
り
、「
選
択
本
願
念
仏
」

（「
南
無
阿
弥
陀
仏
」）
が
「
往
生
の
業
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
速
や
か
に
生

死
を
離
れ
よ
う
と
欲
う
な
ら
ば
、「
聖
道
門
を
閣
き
て
、
選、

び
て
浄
土
門
に
入
れ
」、「
も
ろ
も
ろ
の
雑
行
を
抛
ち
て
、
選、

び

て
正
行
に
帰
す
べ
し
」、「
な
お
助
業
を
傍
に
し
て
、
選、

び
て
正
定
を
専
ら
す
べ
し
」
と
三
つ
の
選
び
を
述
べ
、「
正
定
の
業

と
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
仏
の
名
を
称
す
る
な
り
。
称
名
は
必
ず
生
ま
る
る
こ
と
を
得
、
仏
の
本
願
に
依
る
が
ゆ
え
に
」
と
述

べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
称
名
」
は
「
仏
の
本
願
に
依
る
が
ゆ
え
に
」「
必
ず
生
ま
る
る
こ
と
を
得
」
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

　
「
仏
の
本
願
」
を
説
く
こ
と
は
、「
大
聖
興
世
の
正
意
」
で
あ
っ
た
。
法
然
は
、「
選
択
本、

願、

念
仏
集
」、「
仏
の
本、

願、

に
依

る
が
ゆ
え
に
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
弥
陀
の
本
願
に
帰
依
し
た
人
で
あ
る
。
そ
し
て
、

　
　

選
択
本
願
、
悪
世
に
弘
む
。�

（『
教
行
信
証
』「
行
巻
」・『
真
宗
聖
典
』
二
〇
七
頁
）

と
讃
え
ら
れ
る
よ
う
に
、「
大
聖
興
世
の
正
意
」
を
「
悪
世
」
に
お
い
て
弘
め
た
人
な
の
で
あ
る
。

　

そ
の
意
味
で
、『
教
行
信
証
』「
行
巻
」
に
引
用
さ
れ
る
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
の
文
は
、「
大
聖
興
世
の
正
意
を
顕
」
す

も
の
で
あ
り
、
法
然
の
出
世
本
懐
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、「
聖
道
門
を
閣
き
て
、
選
び
て
浄
土
門
に
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入
れ
」
は
道
綽
の
『
安
楽
集
』⑳
、「
も
ろ
も
ろ
の
雑
行
を
抛
ち
て
、選
び
て
正
行
に
帰
す
べ
し
」
と
「
な
お
助
業
を
傍
に
し
て
、

選
び
て
正
定
を
専
ら
す
べ
し
」
は
善
導
の
『
観
経
四
帖
疏
』㉑
に
基
づ
い
て
い
る
た
め
、
親
鸞
に
と
っ
て
、
法
然
と
出
遇
う

こ
と
で
、
七
高
僧
が
開
か
れ
、
釈
尊
の
出
世
本
懐
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
釈
尊
が
説
き
、
七
高
僧

が
伝
承
し
た
『
大
無
量
寿
経
』
の
教
え
が
、『
選
択
本
願
念
仏
集
』
の
引
文
に
集
約
し
て
示
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
先
ほ
ど
、
釈
尊
の
出
世
本
懐
は
と
り
も
な
お
さ
ず
諸
仏
の
出
世
本
懐
で
あ
る
と
確
認
し
た
が
、
諸
仏
の
出
世
本

懐
の
具
体
的
な
内
容
が
依
釈
段
に
お
い
て
七
高
僧
一
人
ひ
と
り
と
し
て
示
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
『
教
行
信
証
』「
行
巻
」
の
引
文
を
通
し
て
、
親
鸞
が
法
然
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
確
か
め

て
き
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、『
恵
信
尼
消
息
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�

た
だ
、
後
世
の
事
は
、
善
き
人
に
も
悪
し
き
に
も
、
同
じ
よ
う
に
、
生
死
出
ず
べ
き
み
ち
を
ば
、
た
だ
一
筋
に
仰
せ
ら

れ
候
い
し
を
う
け
給
わ
り
さ
だ
め
て
候
い
し
か
ば
、�

（『
恵
信
尼
消
息
』
三
・『
真
宗
聖
典
』
六
一
六
頁
）

親
鸞
に
と
っ
て
、「
善
き
人
に
も
悪
し
き
に
も
、同
じ
よ
う
に
、生
死
出
ず
べ
き
み
ち
」
を
教
え
て
く
れ
た
の
が
法
然
で
あ
る
。

こ
こ
に
記
さ
れ
る
「
同
じ
よ
う
に
」
が
、
前
述
し
た
「
一
乗
」
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
親
鸞
の
生
涯
を
貫
く
課

題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
「
同
じ
よ
う
に
」
を
実
現
す
る
教
え
は
、

　
　

�

親
鸞
に
お
き
て
は
、
た
だ
念
仏
し
て
、
弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
い
ら
す
べ
し
と
、
よ
き
ひ
と
の
お
お
せ
を
か
ぶ
り
て
、

信
ず
る
ほ
か
に
別
の
子
細
な
き
な
り
。� 

（『
歎
異
抄
』
第
二
条
・『
真
宗
聖
典
』
六
二
七
頁
）

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、「
た
だ
念
仏
し
て
、
弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
い
ら
す
べ
し
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
た
だ
念
仏
し
て
、

弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
い
ら
す
べ
し
」
と
い
う
教
え
と
の
出
遇
い
の
意
味
を
、�

親
鸞
は
、

　
　

し
か
る
に
愚
禿
釈
の
鸞
、
建
仁
辛
の
酉
の
暦
、
雑
行
を
棄
て
て
本
願
に
帰
す
。
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 （『
教
行
信
証
』「
化
身
土
巻
」・『
真
宗
聖
典
』
三
九
九
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。「
選
択
本
願
念
仏
」、「
仏
の
本
願
に
依
る
」
称
名
念
仏
に
出
遇
っ
た
意
味
を
「
本
願
に
帰
す
」
と
述
べ
て

い
る
の
で
あ
る
。
法
然
が
帰
依
し
た
弥
陀
の
本
願
に
、
法
然
の
教
え
を
通
し
て
出
遇
っ
た
の
が
親
鸞
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
恵
信
尼
消
息
』
第
三
通
、『
歎
異
抄
』
第
二
条
、『
教
行
信
証
』「
化
身
土
巻
」
に
示
さ
れ
る
法
然
と
の
出

遇
い
は
、「
行
巻
」
の
引
用
文
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
法
然
と
の
出
遇
い
は
、「
選
択
本
願
念
仏
」・「
た
だ
念
仏

し
て
、
弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
い
ら
す
べ
し
」
と
い
う
教
え
と
の
出
遇
い
で
あ
り
、「
本
願
」
と
の
出
遇
い
で
あ
る
。
さ
ら

に
言
え
ば
、「
た
だ
念
仏
し
て
、
弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
」
る
し
か
な
い
我
が
身
、
つ
ま
り
、「
い
ず
れ
の
行
も
お
よ
び
が
た
き

身
」
㉒
と
の
出
遇
い
で
あ
る
。
親
鸞
に
お
い
て
、「
選
択
本
願
念
仏
」
と
い
う
教
え
と
の
出
遇
い
、弥
陀
の
本
願
と
の
出
遇
い
、

自
分
自
身
と
の
出
遇
い
、
こ
れ
が
師
法
然
と
の
出
遇
い
の
意
味
な
の
で
あ
る
。

四
、
正
信
念
仏

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
七
高
僧
出
現
の
「
第
一
の
使
命
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、「
第
二
の
使
命
」
は
「
如
来
の
本
誓
、

機
に
応
ぜ
る
こ
と
を
明
か
す
」
こ
と
で
あ
る
。
親
鸞
は
、

　
　

�

お
お
よ
そ
誓
願
に
つ
い
て
、
真
実
の
行
信
あ
り
、
ま
た
方
便
の
行
信
あ
り
。
そ
の
真
実
の
行
願
は
、
諸
仏
称
名
の
願
な

り
。
そ
の
真
実
の
信
願
は
、
至
心
信
楽
の
願
な
り
。
こ
れ
す
な
わ
ち
選
択
本
願
の
行
信
な
り
。
そ
の
機
は
、
す
な
わ
ち

一
切
善
悪
大
小
凡
愚
な
り
。� 

（『
教
行
信
証
』「
行
巻
」・『
真
宗
聖
典
』
二
〇
三
頁
）

と
述
べ
る
よ
う
に
、「
選
択
本
願
の
行
信
」
の
「
機
」
に
つ
い
て
「
一
切
善
悪
大
小
凡
愚
」
と
確
か
め
て
い
る
。
で
は
、
ど

の
よ
う
に
し
て「
如
来
の
本
誓
」が「
一
切
善
悪
大
小
凡
愚
」と
い
う「
機
に
応
ぜ
る
こ
と
」を
明
ら
か
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
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前
述
し
た
よ
う
に
、
法
然
は
弥
陀
の
本
願
に
帰
依
し
、「
大
聖
興
世
の
正
意
を
顕
」
し
た
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
、
七
高
僧
は
「
本
願
に
帰
」
し
念
仏
し
て
「
大
聖
興
世
の
正
意
を
顕
」
し
た
の
で
あ
り
、「
如
来
の
本
誓
、
機
に

応
ぜ
る
こ
と
を
明
か
」
し
た
人
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、「
選
択
本
願
の
行
信
」・「
正
信
念
仏
」
に
立
っ
て
明
ら
か
に
し
た

の
で
あ
る
。「
正
信
念
仏
」
と
は
、

　
　

�

し
か
れ
ば
大
聖
の
真
言
に
帰
し
、
大
祖
の
解
釈
に
閲
し
て
、
仏
恩
の
深
遠
な
る
を
信
知
し
て
、
正
信
念
仏
偈
を
作
り
て

曰
わ
く
、�

（『
教
行
信
証
』「
行
巻
」・『
真
宗
聖
典
』
二
〇
三
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
正
信
偈
」
の
名
称
で
あ
る
。
で
は
、「
正
信
念
仏
」
は
「
正
信
偈
」
の
ど
こ
に
表
明
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
、
冒
頭
の
、

　
　

無
量
寿
如
来
に
帰
命
し
、　

不
可
思
議
光
に
南
無
し
た
て
ま
つ
る
。�

（
同
前
・『
真
宗
聖
典
』
二
〇
四
頁
）

で
あ
る
。「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
念
仏
申
す
「
帰
命
無
量
寿
如
来　

南
無
不
可
思
議
光
」
が
、「
正
信
念
仏
」
に
他
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
こ
の
二
句
が
「
六
十
行
」・「
一
百
二
十
句
」㉓
の
「
正
信
念
仏
偈
」
全
体
を
貫
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

冒
頭
の
二
句
を
受
け
て
、
親
鸞
は
、

　
　

法
蔵
菩
薩
の
因
位
の
時
、　

世
自
在
王
仏
の
所
に
ま
し
ま
し
て
、

　
　

諸
仏
の
浄
土
の
因
、　

国
土
人
天
の
善
悪
を
覩
見
し
て
、

　
　

無
上
殊
勝
の
願
を
建
立
し
、　

希
有
の
大
弘
誓
を
超
発
せ
り
。

　
　

五
劫
、
こ
れ
を
思
惟
し
て
摂
受
す
。　

重
ね
て
誓
う
ら
く
は
、
名
声
十
方
に
聞
こ
え
ん
と
。�

（
同
前
）

と
述
べ
て
い
る
。「
法
蔵
菩
薩
の
因
位
の
時
」か
ら
、「
正
信
念
仏
」の
因
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
因
を
明
示
し
て
い
る
の
が
、

四
十
八
願
に
重
ね
て
誓
わ
れ
た「
名
声
十
方
に
聞
こ
え
ん
」で
あ
る
。親
鸞
は
、「
正
信
偈
」冒
頭
の
二
句
か
ら
従
果
向
因
し
て
、

「
一
切
善
悪
大
小
凡
愚
」が
念
仏
申
す
の
は「
名
声
十
方
に
聞
こ
え
ん
」と
い
う
誓
い
に
依
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。



七
五

　

こ
の
こ
と
は
、「
帰
命
」
を
明
ら
か
に
す
る
次
の
文
か
ら
も
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

こ
こ
を
も
っ
て
、「
帰
命
」
は
本
願
招
喚
の
勅
命
な
り
。�

（『
教
行
信
証
』「
行
巻
」・『
真
宗
聖
典
』
一
七
七
頁
）

「
帰
命
」
は
、
衆
生
の
煩
悩
を
根
拠
と
し
て
発
っ
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、「
本
願
招
喚
の
勅
命
」
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
「
帰
命
」
に
お
い
て
、
函
と
蓋
が
ぴ
っ
た
り
合
う
よ
う
に
、「
本
願
招
喚
の
勅
命
」
と
「
一
切
善
悪
大
小

凡
愚
」
が
相
応
す
る
㉔
。
つ
ま
り
、「
帰
命
」
の
他
に
「
如
来
の
本
誓
」
も
「
本
願
招
喚
の
勅
命
」
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
に
、「
如
来
の
本
誓
、機
に
応
ぜ
る
」
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、七
高
僧
は
「
如
来
の
本
誓
」

が
「
一
切
善
悪
大
小
凡
愚
」
と
い
う
「
機
に
応
ぜ
る
」
こ
と
を
、「
正
信
念
仏
」
に
立
っ
て
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
大
聖
興
世
の
正
意
を
顕
し
、
如
来
の
本
誓
、
機
に
応
ぜ
る
こ
と
を
明
か
す
」
の
は
、「
正
信
念
仏
」
に
お

い
て
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
七
高
僧
一
人
ひ
と
り
が
本
願
に
帰
依
し
、
念
仏
申
し
て
明
ら
か
に
し
た
の
が
「
七

祖
出
現
の
使
命
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

依
釈
段
の
冒
頭
に
示
さ
れ
る
「
大
聖
興
世
の
正
意
」
は
、
釈
迦
章
に
「
如
来
、
世
に
興
出
し
た
ま
う
ゆ
え
は
、
た
だ
弥
陀

本
願
海
を
説
か
ん
と
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
七
高
僧
は
、
釈
尊
が
説
い
た
「
弥
陀
本
願
海
」
に
帰
依
し
、
念
仏
申
し

て
生
き
て
い
っ
た
人
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
我
が
身
を
通
し
て
、「
大
聖
興
世
の
正
意
を
顕
し
、
如
来
の
本
誓
、
機
に
応
ぜ
る

こ
と
を
明
か
」
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、「
七
祖
出
現
の
使
命
」
が
あ
る
。

　

そ
の
意
味
で
、
七
高
僧
は
、「
大
聖
の
真
言
」
を
聞
い
た
人
で
あ
り
、
証
明
し
た
人
で
あ
る
。「
大
聖
の
真
言
」
を
聞
き
、

証
明
す
る
人
が
い
な
け
れ
ば
、「
弥
陀
本
願
海
」が
伝
わ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の「
大
聖
の
真
言
」を
伝
え
た「
大
祖
の
解
釈
」、
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つ
ま
り
、
七
高
僧
の
教
え
を
信
じ
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
の
が
、「
正
信
偈
」
の
結
び
に
、

　
　

弘
経
の
大
士
・
宗
師
等
、　

無
辺
の
極
濁
悪
を
拯
済
し
た
ま
う
。

　
　

道
俗
時
衆
、
共
に
同
心
に
、　

た
だ
こ
の
高
僧
の
説
を
信
ず
べ
し
、
と
。

（『
教
行
信
証
』「
行
巻
」・『
真
宗
聖
典
』
二
〇
七
頁
）

と
述
べ
ら
れ
る
、「
た
だ
こ
の
高
僧
の
説
を
信
ず
べ
し
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
依
釈
段
で
は
、「
こ
の
高
僧
の
説
」
が
七
高

僧
一
人
ひ
と
り
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
、
七
高
僧
を
貫
く
も
の
は
「
弥
陀
本
願
海
」
で
あ
り
、
そ
れ

が
「
選
択
本
願
念
仏
」
と
し
て
結
実
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

※�

本
稿
は
、
第
四
十
六
回
九
州
大
谷
短
期
大
学
仏
教
学
科
市
民
大
学
講
座
（
二
〇
二
一
年
七
月
四
日
）
に
お
け
る
講
義
を
論

文
と
し
て
原
稿
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
註
】

①
九
州
大
谷
短
期
大
学
仏
教
学
科
。

②
「
七
祖
教
系
論
」・『
曽
我
量
深
選
集
』
一
・
一
五
九
頁
。

③
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
難
の
中
の
難
」（『
九
州
大
谷
研
究
紀
要
』
四
七
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

④
曽
我
量
深
は
、「
七
祖
出
現
の
使
命
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�　

蓋
し
釈
尊
の
生
活
と
他
力
本
願
と
の
関
係
云
何
は
、浄
土
教
に
於
て
重
大
な
る
問
題
で
あ
る
。仏
説
非
仏
説
の
問
題
、

真
実
権
化
の
問
題
は
、
畢
竟
、
教
主
の
実
際
生
活
と
の
比
観
に
由
り
て
解
決
せ
ら
る
。
即
ち
小
乗
教
は
最
も
釈
尊
の
生

活
に
近
く
、
自
力
大
乗
教
は
著
し
く
そ
の
生
活
よ
り
超
離
し
、
浄
土
教
は
全
く
そ
の
生
活
と
反
対
に
見
ゆ
る
。
さ
れ
ば
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浄
土
教
が
是
等
の
自
力
諸
教
に
対
し
て
大
聖
興
世
の
正
意
な
る
を
顕
証
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
に
し
て
重
大
な
る

事
件
で
あ
る
。
之
を
決
す
る
は
、
即
ち
七
祖
出
現
の
第
一
の
使
命
で
あ
る
。

　
　

�　

而
し
て
如
来
の
本
願
は
元
よ
り
絶
対
唯
一
の
大
道
な
る
こ
と
は
勿
論
な
れ
ど
も
、
而
も
絶
対
の
大
道
は
差
別
の
人
間

の
道
と
し
て
は
余
り
に
大
に
過
ぎ
る
。
如
来
は
一
面
は
実
相
身
な
る
と
共
に
、
一
面
は
為
物
身
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

即
ち
変
化
の
時
代
と
差
別
の
個
人
と
に
順
応
し
、
こ
の
時
と
機
と
に
対
し
て
特
別
な
る
色
彩
を
顕
示
す
る
。
即
ち
弥
陀

の
本
願
は
七
祖
の
上
に
は
各
自
に
現
々
別
転
の
現
量
の
事
実
に
し
て
普
汎
的
な
る
概
念
で
は
な
い
。
機
に
応
じ
て
変
化

し
て
各
別
な
る
衆
生
を
救
済
し
給
ふ
こ
と
を
示
す
の
が
、
七
祖
の
第
二
の
使
命
で
あ
る
。

（「
七
祖
教
系
論
」・『
曽
我
量
深
選
集
』
一
・
一
五
九
頁
）

こ
の
「
第
一
の
使
命
」・「
第
二
の
使
命
」
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�

か
く
七
祖
の
第
一
の
使
命
は
、
教
主
釈
尊
の
真
信
念
の
上
に
浄
土
教
を
建
設
し
て
大
聖
興
世
の
正
意
を
顕
す
に
在
る

が
、更
に
第
二
の
使
命
と
し
て
は
、各
自
相
異
れ
る
人
格
の
上
に
本
願
を
証
験
し
て
各
自
に
特
色
あ
る
教
義
を
建
立
し
、

之
に
依
り
て
如
来
の
本
誓
が
機
に
応
じ
て
活
現
す
る
こ
と
を
身
証
し
給
ひ
た
。�

（
同
・
一
六
四
頁
）

⑤
『
唯
信
鈔
文
意
』・『
真
宗
聖
典
』
五
四
七
頁
。

⑥
『
教
行
信
証
』「
教
巻
」・『
真
宗
聖
典
』
一
五
二
頁
。

⑦
『
教
行
信
証
』「
教
巻
」・『
真
宗
聖
典
』
一
五
四
頁
。

⑧
一
二
五
五
（
建
長
七
）
年
六
月
二
十
二
日
、
親
鸞
八
十
三
歳
の
時
に
書
写
さ
れ
た
「
専
修
寺
本
」
で
は
、「
坂
東
本
」
と

同
じ
よ
う
に
「
如
来
所
以
興
出
世　

唯
説
弥
陀
本
願
海　

五
濁
悪
時
群
生
海　

応
信
如
来
如
実
言
」（『
専
修
寺
本　

顕
浄
土

真
実
教
行
証
文
類
』
上
・
一
五
八
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
六
月
二
日
に
著
さ
れ
た
『
尊
号
真
像
銘
文
（
略
本
）』

は
、
そ
の
言
葉
に
対
し
て
解
説
さ
れ
て
い
る
（『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』
三
・
和
文
篇
・
六
六
～
六
七
頁
）。
し
た
が
っ
て
、
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釈
迦
章
冒
頭
の
四
句
の
一
連
の
訂
正
は
、
一
二
五
五
年
六
月
二
日
以
前
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

⑨
『
大
無
量
寿
経
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

　
　

如
来
以
無
蓋
大
悲
、
矜
哀
三
界
。
所
以
出
興
於
世
、
光
闡
道
敎
、
欲
拯
群
萌　

惠
以
眞
實
之
利
。

　
　

�
如
来
、
無
蓋
の
大
悲
を
も
っ
て
三
界
を
矜
哀
し
た
ま
う
。
世
に
出
興
し
た
ま
う
所
以
は
、
道
教
を
光
闡
し
て
、
群
萌
を

拯
い
恵
む
に
真
実
の
利
を
も
っ
て
せ
ん
と
欲
し
て
な
り
。

（『
真
宗
聖
典
』
七
頁
〔
白
文
〕・『
真
宗
聖
典
』
八
頁
〔
書
き
下
し
〕、
傍
線
筆
者
）

こ
の
傍
線
部
分
を
取
っ
て
、「
如
来
所
以　

興
出
於
世　

欲
拯
群
萌　

恵
以
真
実
之
利
」
と
言
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

⑩
親
鸞
は
、『
一
念
多
念
文
意
』
に
も
『
大
無
量
寿
経
』
の
出
世
本
懐
の
文
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�

し
か
れ
ば
、『
大
経
』
に
は
、「
如
来
所
以
興
出
於
世　

欲
拯
群
萌
恵
以
真
実
之
利
」
と
の
べ
た
ま
え
り
。
こ
の
文
の
こ

こ
ろ
は
、「
如
来
」
と
も
う
す
は
、
諸
仏
を
も
う
す
な
り
。「
所
以
」
は
、
ゆ
え
、
と
い
う
こ
と
ば
な
り
。「
興
出
於
世
」

と
い
う
は
、
仏
の
よ
に
い
で
た
ま
う
と
も
う
す
な
り
。「
欲
」
は
、
お
ぼ
し
め
す
と
も
う
す
な
り
。「
拯
」
は
、
す
く
う

と
い
う
。「
群
萌
」
は
、
よ
ろ
ず
の
衆
生
と
い
う
。「
恵
」
は
、
め
ぐ
む
と
も
う
す
。「
真
実
之
利
」
と
も
う
す
は
、
弥

陀
の
誓
願
を
も
う
す
な
り
。
し
か
れ
ば
、
諸
仏
の
よ
よ
に
い
で
た
ま
う
ゆ
え
は
、
弥
陀
の
願
力
を
と
き
て
、
よ
ろ
ず
の

衆
生
を
め
ぐ
み
す
く
わ
ん
と
お
ぼ
し
め
す
を
、
本
懐
と
せ
ん
と
し
た
ま
う
が
ゆ
え
に
、
真
実
之
利
と
は
も
う
す
な
り
。

し
か
れ
ば
こ
れ
を
、
諸
仏
出
世
の
直
説
と
も
う
す
な
り
。�

（『
真
宗
聖
典
』
五
四
二
頁
）

こ
こ
に
も
、「「
如
来
」
と
も
う
す
は
、
諸、

仏、

を
も
う
す
な
り
」、「
諸、

仏、

の
よ
よ
に
い
で
た
ま
う
ゆ
え
は
」、「
し
か
れ
ば
こ
れ

を
、
諸、

仏、

出
世
の
直
説
と
も
う
す
な
り
」
と
解
説
す
る
よ
う
に
、「
如
来
」
を
「
諸
仏
」
と
確
か
め
て
い
る
。

⑪
親
鸞
は
、「
五
濁
悪
時
群
生
海　

応
信
如
来
如
実
言
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

　
　

�

「
五
濁
悪
時
群
生
海　

応
信
如
来
如
実
言
」
と
い
う
は
、
五
濁
悪
世
の
よ
ろ
ず
の
衆
生
、
釈
迦
如
来
の
み
こ
と
を
ふ
か



七
九

く
信
受
す
べ
し
と
な
り
。�

（『
尊
号
真
像
銘
文
』・『
真
宗
聖
典
』
五
三
一
頁
）

「
応
信
如
来
如
実
言
」
の
「
如
来
」
に
つ
い
て
、「
釈
迦
如
来
」
と
述
べ
て
い
る
。
今
回
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
確
か
め
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

⑫
『
尊
号
真
像
銘
文
』・『
真
宗
聖
典
』
五
三
一
頁
。

⑬
『
教
行
信
証
』「
行
巻
」・『
真
宗
聖
典
』
二
〇
七
頁
。

⑭
『
教
行
信
証
』「
行
巻
」・『
真
宗
聖
典
』
一
五
六
頁
。

⑮
『
真
宗
聖
典
』
一
五
七
頁
。

⑯
『
真
宗
聖
典
』
一
五
七
～
一
六
一
頁
。

⑰
『
真
宗
聖
典
』
一
六
一
～
一
八
九
頁
。

⑱
龍
樹
は
「『
十
住
毘
婆
沙
論
』
に
曰
わ
く
」（『
真
宗
聖
典
』
一
六
一
頁
）、天
親
は
「『
浄
土
論
』
に
曰
わ
く
」（『
真
宗
聖
典
』

一
六
七
頁
）、
曇
鸞
は
「『
論
の
註
』
に
曰
わ
く
」（
同
前
）、
道
綽
は
「『
安
楽
集
』
に
云
わ
く
」（『
真
宗
聖
典
』
一
七
一
頁
）、

善
導
は
「
光
明
寺
の
和
尚
の
云
わ
く
」（『
真
宗
聖
典
』
一
七
三
頁
）、
源
信
は
「『
往
生
要
集
』
に
云
わ
く
」（『
真
宗
聖
典
』

一
八
八
頁
）
と
示
さ
れ
て
い
る
。

⑲
山
辺
習
学
・
赤
沼
智
善
著
『
教
行
信
証
講
義
』
に
は
、「
源
空
集
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

　
　

�　

然
ら
ば
何
故
、
わ
ざ
わ
ざ
源
空
集
と
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
二
つ
の
理
由
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　
　

�　

第
一
に
は
因
人
重
法
の
故
に
。
こ
れ
は
人
に
よ
つ
て
法
を
重
ん
ず
る
と
い
う
こ
と
で
、
当
時
、
一
天
四
海
の
師
宗
た

る
法
然
聖
人
、
浄
土
門
の
元
祖
た
る
源
空
聖
人
の
著
作
さ
れ
た
『
選
択
集
』
な
れ
ば
、
殊
更
に
誰
人
で
も
そ
の
所
論
に



八
〇

耳
傾
け
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
意
が
あ
る
。

　
　

�　

第
二
に
師
教
の
恩
厚
を
仰
ぐ
が
故
に
。
親
鸞
聖
人
の
夢
寐
に
も
忘
る
る
こ
と
の
出
来
な
い
の
は
師
匠
法
然
聖
人
の
恩

教
で
あ
る
。
今
こ
の
『
本
典
』
選
述
に
際
し
て
も
、
感
泣
胸
に
迫
る
は
故
聖
人
の
恩
教
で
あ
る
。
こ
の
大
恩
を
思
い
出

し
、
そ
の
御
述
作
を
引
き
奉
る
に
つ
い
て
も
、
仰
が
る
る
師
聖
人
の
昔
を
思
い
、
な
つ
か
し
さ
尊
さ
に
筆
を
走
ら
せ
て

源
空
集
と
遊
ば
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。�

（「
教
行
の
巻
」
三
六
五
頁
）

⑳
『
真
宗
聖
教
全
書
』
一
・
四
一
〇
頁
。

�
『
真
宗
聖
教
全
書
』
一
・
五
三
七
～
五
三
八
頁
。

�
『
歎
異
抄
』
第
二
条
・『
真
宗
聖
典
』
六
二
七
頁
。

�
『
教
行
信
証
』「
行
巻
」・『
真
宗
聖
典
』
二
〇
八
頁
。

㉔
親
鸞
は
、「
相
応
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
与
仏
教
相
応
」
は
、
た
と
え
ば
函
蓋
相
称
す
る
が
ご
と
し
と
な
り
。

（『
教
行
信
証
』「
行
巻
」
所
引
『
浄
土
論
註
』・『
真
宗
聖
典
』
一
七
〇
頁
）


